
〇アウトカム（成果）

初期アウトカム

〇現状

伝統文化、生活文化
及び国民娯楽の継
承のためには、次代
を担う子どもたちが
伝統文化、生活文化
及び国民娯楽を継
続的に体験できる機
会の創出が必要

と妥当性の検証

〇インプット（事業・予算）

伝統文化親子教室事業のロジックモデル

〇課題

伝統文化親子教室
事業（平成26年度～）

平成31年度予算額：
1,284百万円

教室実施型：次代を担う子供たちに
対して、民族芸能、工芸技術、邦楽、
日本舞踊、茶道、華道などの伝統文
化等に関する活動を、計画的・継続
的に体験・修得できる機会を提供す
ることにより、我が国の歴史と伝統の
中から生まれ、大切に守り伝えられ
てきた伝統文化等を将来にわたって
確実に継承し、発展させるとともに、
子どもたちの豊かな人間性を涵養（
かんよう）する

地域展開型：これまで体験機会がな
かった子供たちに対して体験機会を
提供するため、自治体や指導者等が
一体となって地域ぐるみで新たな体
験機会を設けることにより、子供たち
の体験機会を拡充し、併せて地域文
化・地域人材の掘り起こし、キッズウ
ィーク等の休日における体験活動の
充実を図る

〇アクティビティ（事業概要）

〇アウトプット（活動実績）

（平成30年度）

教室実施型：
3,450教室を実施（各教
室、10名以上で年間5
回（3日）以上実施）

地域展開型：
11地域で実施（1日体
験型及び講座型）

〇インパクト
（社会に与える影響）

・教室に参加した子供の、伝
統文化等への興味・関心、
参加意欲、生活態度に関
する肯定的変化

（出典：「伝統文化親子教室 子
供たちの意識・行動に関する調
査」）

中期アウトカム

・子供や保護者が、教室終了
後も伝統文化等に係わりた
い、または係わらせたいと考
える割合

・教室を実施したことについ
ての指導者自身の肯定的
変化

（出典：「伝統文化親子教室 子供
たちの意識・行動に関する調査」
※元年度から計測予定）

長期アウトカム

・１年間に伝統文化等に関す
る活動等をした人の割合

（出典：「文化に関する世論調査」）

・伝統文化、生活文化
及び国民娯楽に興味・
関心がある人から担う
人までが増加し、国民
が心豊かな生活を送
る社会が形成される

・伝統芸能、生活文
化及び国民娯楽に触
れる者の減少

平成18年度：13.1％
↓

平成28年度：12.0％

（総務省「社会生活基
本調査」より）

・伝統芸能、生活文
化及び国民娯楽を担
う者の減少



目 的：次代を担う子供たちに対して、民俗芸能、工芸技術、邦楽、日本
舞踊、茶道、華道、囲碁、将棋などの伝統文化、生活文化及び国
民娯楽に関する活動を、計画的・継続的に体験・修得できる機会
の提供により、我が国の歴史と伝統の中から生まれ、大切に守り
伝えられてきた伝統文化等を将来にわたって確実に継承し、発展
させるとともに、子供たちの豊かな人間性を涵養（かんよう）す
ること

参加対象：地域に在住する親子等（子供のみが対象の教室も可）
実施主体：伝統文化等に関する活動を行う団体（伝統文化関係団体）等
実施方法：全国の伝統文化関係団体を対象に募集し有識者審査を経て決定

「放課後子供教室」と連携した体験機会を提供

みまや焼き教室子供屋台囃子教室

平成３１年度 約４,０７0教室（うち重点分野推進枠７0教室）

■ 第３期教育振興基本計画（平成３０年６月閣議決定）

教室実施型

■ 第1期文化芸術推進基本計画（平成３０年３月閣議決定）

将来の文化財の担い手である子供たちが伝統的な価値に触れる機会の充実に努める。

文化芸術団体との連携・協力を図りつつ・・・子供たちが地域の伝統文化に触れる機会を提供する取組への支援を行う。

目 的：教室実施型で発掘された地域における指導者等を活
用して、伝統文化等を振興する自治体が地域の文化
を掘り起こし、集中的に体験できる多様な機会を創
出することにより、キッズウィーク等の休日におけ
る活動機会や障害のある子供の体験機会を確保する
など、地域の多様な人々の社会参画や子供の体験活
動機会の充実を図ること

参加対象：地域に在住する親子等
実施主体：地方自治体
対象経費：指導者への謝金・旅費、会場・用具の借料等

■ 経済財政運営と改革の基本方針201８（平成３０年６月閣議決定）

「文化芸術推進基本計画」や「文化経済戦略」に基づき、・・・子供や障害者等の文化芸術活動の推進・・・に取り組む。

 

着装・礼法教室

多様な伝統文化等を体験できる機会を確保するため、重点分野推進枠を新設
平成31年度は食文化をはじめとする生活文化の分野を推進

拡充

地域における多様な
体験機会の創出により、

子供たちの体験活動機会の充実

きもの文化体験

地蔵盆体験

郷土食文化体験

＜支援事業数＞平成３１年度 約３０地域

自治体と指導者等の連携強化
地域人材の把握・活用

キッズウィーク等における体験活動機会の提供
休業日の充実

地域展開型

■ 未来投資戦略201８（平成３０年６月閣議決定）

大人と子供が向き合う時間を確保するため・・・「キッズウィーク」を設定し、多様な活動機会の確保等を官民一体で推進する。

伝統文化親子教室事業
2019年度予算額 1,284百万円

(前年度予算額 1,269百万円)



伝統文化親子教室事業における事務局等委託業務（１）

＜平成３１年度委託概要＞

受託者：(株)ＫＮＴビジネスクリエイト

受託内容：当該事業に関する事務局等業務

受託体制：職員６名

（事業統括責任者、事業推進担当者、統括、統括補佐、

事務担当者（2名））

※このほか、業務量に応じ、アルバイト、派遣労働者を確保

＜受託者の人員体制について＞

・過去の同業務の状況を参考に予定価格調書を作成するとともに、一般競争入札（最

低価格落札方式）を導入し判断。

・業務実施にあたって、毎月１回、受託者と業務打合せを開催し、業務実施状況及び今

後の業務計画及び体制などを確認。



伝統文化親子教室事業における事務局等委託業務（２）（主な事務フロー）
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①：事業募集 ②：企画提案 ③：選考結果通知
④：事務局等委託契約
⑤：契約関係書類提出・内容確認 ⑥契約書案提出 ⑦：委託契約
⑧：実施内容調整協議 ⑨実施内容調整協議
⑩：実績報告・精算関係書類提出 ⑪実績報告・額の確定関係書類提出 ⑫完了確認（額の確定）・
支払

⑬：事務局等委託業務の額の確定、支払
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伝統文化親子教室事業における成果指標の設定

＜平成３１年度成果指標＞
教室に参加した子供の意識調査のうち、伝統文化等への興味、関心、参加意欲、生活
態度の肯定的変化について８０％以上となった調査項目数（全８項目）
＜成果指標に用いるデータ＞
「伝統文化親子教室事業 子供たちの意識・行動に関する調査」

＜有効なアウトカムの設定への検討（調査結果を活用したPDCAサイクルの構築）＞
（案）
・設問の追加・見直し
（伝統文化等への興味、関心、参加意欲、生活態度の肯定的変化以外の回答につい
て、その要因を把握する設問を追加。）

・前年度調査結果を各教室に報告し、各教室の質の向上を促す
（前年度調査結果を分析し、各教室に周知。）

＜令和２年度以降の成果指標の見直し＞
（例）肯定的変化を８０％から８２％に見直し








